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〔書 評〕

馬瀬良雄著

『上伊那の方言』

青 木 千代吉

本警は上似到1I部誌刊行会からの委嘱を受けられた馬瀬良雄氏によって喜かれた. A5版

6 07ページ， 手lζ取るとずっしり重い大冊である. それは単に量的な意味で言うのではな

く， 本書の質の高さを象徴するものとしての重さである.

長野県の上伊那郡は， 木泊山脈と赤石山脈にはさまれて， 県市部lこ位置する 諏訪湖か

ら両流する天竜川が作る広い縦谷(伊那谷)の上流地域にあたる地方である.

本書編述の目的は， 言うまでもなく上伊那地方方言がどんな特質を持つものか， それは

いかなる歴史lζ立ち， し、かなる人間生活の事実として， いかなる文化事象としてとらえら

れるかを言語体系的に明らかにする乙とであったと思う.

さて ， 本警が成るための基礎調査は次の二つの分野について行われた.

1 記述的研究の分野について

調査地点 上伊那地方の， 北部， 点部， 中部， 南部から1地点ずつ選ばれた.

調査は46年7月-48年6月にわたって行われた.

2 言語地理学的研究の分野について

調査地点、 243 調査項� 283 

古却に関する項目 30 アクセントiこ供lするJ�闘 63 

語法K関する項目 46 語設に関する項目 144 

調査は48年・49年にわたって， 馬瀬教授と氏の指導を受けた信州大学の学生・

卒業生20名余の人たちで進められた

以上Iこ調査研究の計画面だけを記したが， これを見ただけでも， この調査研究がどんな

に精密で意欲的なものであるかがわかる. たとえば， 東西方言の対立を持つ項目について

見ても， それを243地点という精しさでとらえる乙とが目ざされているわけである.
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本書fCは， まず序主主的な意味で六つの話題のテキスト方言訳が掲げら れ て い る目 これ

は，

( 1 ) 辰野町小野方言 (2 ) 長谷村溝口方言

( 3) 伊那市富県方言 (4 ) 中川村葛烏方言

の4 地点の方言会話が， 対照できる形で掲げられているのだが， 話者の総発言数63，本書
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で1 6ページに及ぶ分誌である. 熟読する と， 上伊那方言会話の実相が如実にうかがえて

まζとに楽しく興味ぶかい (1)(2)(3)(4)の地点閣の方言差に注窓をひかれるが， と

りわけ(1 )と( 4 )の両地点の方言差の著しいことに驚かされるほどである.

さて本書は， 記述的研究と言語地理学的研究の二つの分野κおいて， その調査結果が論

述される 木稿でも， その分節lζ即して要点摘記の形で紹介を進めたい.

第三節 音韻

こ こ では， 上伊那主要地 点の詳しい調査結果から， 次の ζ とが結論されている .

「上伊那北部は東日本方言音韻の 特徴が顕著で， 郡南部lζ行くにしたがって西日本方言

音!引の 特徴が漸増する地帯である. J と

次にその詳細な研究結果のどく一部を紹介しよう. たとえば， 中川村片羽の音素. 拍休

系について， 半母音音素/j，w/がある乙と， 子音音素に/j/があるとと また拍として，

/'wo/， i'we/， /ji/， /，wjo/， /，wja/， /co， ca/があるととを， それぞれその体系の中に位置づ

け， その具体音声として(U1we)上， (j山wen)油煙， (kats山wo)鰹ほかを挙げられた.

そして*部の長谷村非持山， 木目楢川村奈良井羽淵方言， 木iJ開聞方言と比絞して， �Ij 
m型の発音は長も古くて室町時代末期の 発音状態をとどめており， 次いで長谷村非持山 ・
附川村羽淵型が古く， 中川村片羽・辰野町小野・伊那市宮県型がそれに続く 状態である乙

とを例証されたー

なお「寸土音音素J r拍音素J r共通語との対応」についても， 全域的な綿密な謝査から討

しい論述が進められて ， 上伊那の 音韻における特質一一ー上伊那の 人の 発音について余すと

乙 ろ なく体系的 !C明かにされている .

第四節 アクセント

上伊那のアクセントを， 名詞・ 地名・疑問詞・動言日i・形容詞・ 自立語lζ付属語が続く主結

合， κついての特徴を， 前記 4 地点で調査し. 共通語や長野県諸方言との比較において，

体系的 ・法則的!c位置づけられた まことに詳細綿密であり， 整然とした論述である

こ乙で倣われた上伊JJ�アクセントの二つの事実について紹介しよう. 私は北信の生まれ

育ちであるためICたとえば 4 拍名詞の場合， 次のアクセントは耳IC珍しいものであった.

ドングリ(凶架 上伊那4 ?l'J， 長野1 �tO カミナリ(;t 上伊那 4 !fJ， 長野O型)

ヒ亨百字(平{fJ.名 仁伊那4考人 長野o l\�) 

が， 上伊那においては 4 拍名詞のアクセント に おけ るA型， B型の現われ方の傾向とし

て「上伊那調査地4地点方言においては。 老年層では圧倒的に A型 (尾市!fi， 4耳目)アク

セント[ζ属する語が多く， B型(中2押�) ，ζ属する語は非常に少ない」という本1!?の結論

で， なるほどと思わせられた目

次!と， 形寄与'詞lζ付属語がつづくときのアクセントの42合， 共通語ではほとんどその形容

詞のアクセントの型は変わらないととが指摘されているが， r辰野町小野方言 で は， 形容

詞の 型の対立を失わせる付属語はほとん ど認められないのに対し ， 中川村片桐では少数な

がらそれが認められるJことが指摘されている 上伊那のアクセントとして人々に知られーー一ー「 ー一ーー「 ー「
ているものに アツケレノマ(おければ)， サムケレパ(寒ければ)， ヨケレバ(良ければ)があ

る が， 乙れは本蓄によれば調査 4 地点のアクセントは
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辰野町小野 長谷村非持山 伊那市宮県 中川村片桐
ー寸 白ーーー寸 ーーー--， -ーーー寸
アツケレノて アツケレノマ アツケレノマ アツケレノマ

のようであって， 辰野町小野以外の3地点は， í暑ければ」 のアクセントは 「厚け れ ば」

と同じアクセントになっている. つまりζの3地点は型の対立を失っているのである. す
一一1 一一「

なわちアツケレパ(暑ければ) サムケレパ(寒ければ) というアクセントが伊那に有ると

いう個別的認識は， 本書によって体系的な認識へと高められるわけである.

第五節 語法

ζの 節では， 1上伊那方言語法の位置， 2用言， 3付属語， 4 表現， 5 語法上の東西方
言対立と上伊那方言 という構成で綿密な記述が進められている. 方言語法の扱いにおい

て進めるべき独創的な体系的記述で， 上伊那方言語法の特質を全体的に明かにされている
乙とが見逃せない点である.

二三の具体例を挙げようー 中川村片桐では形容詞の活用に 「薄カリソーダ， 悪カリソー

ダ， 無カリソーダ……Jが使 われている. ζの方言活用は， 形容詞の活用形lζ「様態形J

を立てるζとによってすっきりと位置づけられている.

やはり中川村片桐Il: íダメナッタ ンダナー (だめだったんだなあ)J íフシャーセナ ナー

(ふしあわせだなあ)J íダレカ キタヨーナッタガ(誰か来たようだったが)Jという語が使

われる. 乙とに現れる「ーナッタ」の「ーナッ」は， 形容動詞型活用の第2連用型「フシャ

ーセナ ナー」また「アリャ ナ ンナ(あれは何だ)Jの 「ナ 」は終止形として位置づけ， ー

ナ には多少詠嘆的な気持がζめられており， 断定をやわらげ， ていねいさを加えている，
と述べておられる.

伊那地方の敬語表現は， ζまやかな対人的配慮を持つものとして発達していると恩われ

るが， 本書は乙の第5 節の中iζ， í待遇表現」の項を立 て て文末助詞の類にまでわたって
詳しく扱っておられるが， 乙とでは省略せざるを得ないので 1枚の言語地図を掲げるに

とどめるよう.

図11 .18 2  オアリル一一方言意識一一

オアリルは， アルという動詞を中核としたオー動詞ールという形態の敬語動詞である. ζ
の類の語としては， オカエリル(帰る)・オアガリル(上る) ほか 「お…ーになる」という

形の敬語動詞iζ相当するものとして， 上伊那南部および下伊那の大部分の地に分布する.
との言語地図は， 乙の語の分布がわかるほか， 質問iζ応じる上伊那の人々の方言意識の

一端がうかがえるものとして興味ぷかい.

語法上の東西方言対立と上伊那方言については， イカナ イ/イカン (行カー)， (傘をサ
シタ /サイタ(傘ヲサータ)など九つの指標を立てて， 現在における使用状態を明かにされ

ている. その1項として， サ行五段活用動詞の連用形がイ音便化するか否かについての調
査においては， オス(押す)， ホロボス(亡す)等2 拍動詞から6拍動詞までの8 0語につ
いて， 4地点の調査結果をもってその現れ方の差を明かにし， イ音便はすべての動詞に現
われるのではない乙と， その動詞語幹の長後母音の性質によって差があること， また動詞

の拍数Kよって違うζと， なお動詞アクセントの形とも関係があるととを指摘された. 研
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究が詳細かつ徹底的で， たとえーっの方言現象であってもそれを体系的事実として位置づ

けられていることに注目しなければならない.

動詞命令形がーroか -jo かに関する図は， ①出ろ ②逃げろ ③見ろ ④起きろ ⑦ 

しろ ⑤見せろ ⑦くれ ③貸せ， の 8枚が用意されているが， そのうち①②③④⑤の命

令形ーjoの類の分布は， 大づかみに見れば似た分布をしている. 乙れは上伊那地方におけ

る東西方言境界を示すものだが， ⑥⑦③は全く異なった分布となっている. 乙の二類の分

布相の途いについて， 著者は多くの傍証 によって独自の見解を示しておられるととだけを

紹介するにとどめざるを得ない.

第六節 言語地理学的研究

乙乙では281枚の言語地図にまず目を引かれる. それは1枚が書籍の1ページ分のスペ

ースK.収められているから， 281ページlζ及ぶわけである.

1枚の地図lとは調査地点243のすべてにおいて， そとに佼われる方言形が記号 化されて

記載されているわけで， 一つ一つの方言形をどう解釈し扱うかという， 研究者の態度その

ものの現われであるととを思うと3 数多い方言形の種， 類の別を記号の形として281枚の

言語地図化されたという乙とは並々ならぬととであったと推察される.

図11.262 たんぽぽ一一花ー← の紹介を論文摘記の形でしてみよう.

乙の花の方言形は， 1タンポポ， 2ガンボージ， 3 ガンジ， 4 クジナの四類である. 乙

の図において， クジナ類の分布模様から， 古くとれらのクジナ類がつながっていたとと，

乙れらの地域ではガンボージ類がクジナよりも新しい乙と， またガンボージ・ ガンボジと

ガンボとを比較すると， 前者が古く後者が新しいことが分布図から読みとれることを指摘

された. つまりガンボは南から新たな波として食いとんできたものという扱いである

さて， 図11.261 かんぞう および図11.263 たんぽぽ一一若葉 (との2枚は本

稿ICは掲載できないが)を見ると， rたんぽぽJ と「かんぞう」の方言形 の う ち， 両植物

の方言形が互に入れ替っているもののあるととに気づく それを一括してみると次表のよ

うになる.

� 
、、、

方言形"�
カ ン

カ ン

ガ ン

た ん ぽ ぽ

花(図11.262) I 若葉(図11.2臼

。 。

6 11 

63 61 

80 117 

;主 数字はその方言形が使われる地点数

かんぞ う

(区1 11. 261) 

63 

55 

3 

5 

乙のように開花時期も形も共lζ迷っているこつの植物の方言形が互に入りまじって混と

んとした状態がある乙とについて， rかんそrう」の方言であるカンジから「たんぽぽ」の方

言ガンジが生まれたものであるとして， それは「かんぞう」の方言であるカンジと， rたん
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ぽぽ」の方言であるガンボージ・ ガンボとの間には類音関係、があるζとから， 乙の両者の

|渇!C起った「類音牽引J!Cよって， カンジ>ガンジが成立した， というととを詳しく論証

された. そして次の段階では 「同音衝突」 をひき起して一時的な多義状態を見せたり， 意

味交錯状態を招来したりしたという見解を示されている.
なお， たんぽぽの方言クジナ， ガンボージについて， クジナは本草和名(901-923 ) に

現われる「布知奈(フチナ )Jに由来し， ガンボージは頭髪 の， ある状態!C í髪法師」とい

う意識でつけられた名まえではないかという説を立てておられるのも注目される.

本書の281枚の言語地図K見られる方言分布について， 北上しようとする語勢の強さ，

またそれを阻止する他の語の勢力， なお南下する言語波紋等を見とおして， 全域型・南部

周辺型・北からの放射・伊那市からの放射 ほか数多い分類をされて， 語の放射ないし伝

熔， また古形残存K焦点をしぼって論じられ， 上伊那方言の実相を浮きぼりにされた.
その中から， 伊那市からの放射の例としてあげられたものの一つを紹介しよう.

図11 .59 さかなのあらと一緒!C煮た大根汁

ζの分布図について著者は， ニコグリの類は伊那市街地から放射された出自のものであ

ろうとされた. そして， 図 11 .60 !Cζとり (本稿には掲げてないが)では伊那市街を中

心とするかなり広い地域で回答の無い地点が多く， 方言分布のドーナツ化現象が起ってい
るととについて， í図 11 .60 ILζどり におけるニコゴリは， 匿11 .旦のニコゴリとの同

音衝突を避けて， みずからの名を失ったものであるJと扱われた. 注目すべき説である.

3 

本書は， 上伊那の数多いインフォーマントとの出会いにおいて得られた調査の結果につ

いて， 方言学における著者の広く深い研究業績を縦横lζ駆使 してまとめあげられたものと
して， 汲めども尽きぬ深さを持った好著である. 私は， 本筈の厳密な研究 方法に教え ら

れ， 密度の高い研究結果に学ぶといっしょに， 研究者としての著者の言語愛・人間愛に深

く心を打たれた.

本警は， 教育関係者にも広く読んでいただきたいと思う. 281葉の言語地図は非常に有

力な国語教材である. 一つ一つの語に寄せる理解や愛情は， 本当の言語生活力の基本をな
すものと思うからである.

最後に， 本書には上伊那方言とその関係事項の索引が掲げられていないととが惜しまれ

る. より深く上伊那方言を追求し， 本書lζ学んで方言研究を進めるためには. それはぜひ
必要なものであったと思う.

なお本書の入手を希望される向きは直接著者まで連絡されたい.
住所 〒390 松本市北深志1-8-17 馬瀬良雄

(昭和55年1月15日発行 上伊那誌刊行会刊 A 5 �J 607ページ)
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